
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

 企業化が進展した養豚経営では、従来にも増して実践的で合理的な経営管理手法の導入を図り、経営規模に対応した
経営管理体制を確立することが重要な課題となっている。 

 そこで、高水準の生産性及び収益性を確保するための企業的養豚経営における経営管理内容の実態と特徴を明らかに
した。 

[成果内容] 

１．農家の経営概況 

(1)調査事例１６戸のうち法人化している経営は９事例で、家族労働力は２～３人という経営が多い。経営内に
おける経営主の役割は、飼養規模が拡大するに従って家畜の管理を主とする段階から経営の総合管理が主体とな
る。 

(2)常時雇用労働は、母豚頭数が200頭以上飼養の経営からみられ、家族労働力に常時雇用労働力を加えた１人当
たりの豚飼養管理頭数は、規模拡大とともに増加している。 

２．生産管理 

 生産の基本となる豚管理の方式は、管理頭数をグループ化することにより生産過程を単純化し作業効率の向上が図ら
れている。一群を構成する頭数は、養豚場の飼養頭数規模や豚舎施設の整備状況により相異がみられる。また、飼養規
模が大きい経営ほど生産管理に関するシステム化・マニュアル化が進んでいる。 

３．販売管理 

(1)199頭以下層では、系統出荷だけという経営は２戸で、それ以上の階層になると、商系への出荷が増加し、ま
た取引先も１業者に集中させずに複数の業者と取引することにより、業者間での販売価格や条件を比較検討する
ようになり、販売管理の優劣が経営成績を左右する要因となっている。 

(2)肉豚出荷時の目安では、各階層とも上物として格付けされる範囲の成体重を、出荷後の評価項目では、各階
層とも上物率、枝肉重量、落ち幅をあげる農家が多い。 

４．財務管理 

急速な規模拡大を行っている経営では、流動比率は適正であっても自己資本構成率、当座比率が極端に低くなってお
り、借入金の返済や運転資金の手当てに苦しい状況が伺われ、安定性を欠いた経営となっている。また、流動資産構成
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率、流動資産対固定資産比率は規模拡大により低下する傾向がみられる。 
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